
 

 

 

 

 

「土地・家屋の管理と生活についての調査」 
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調査について 

 

先日は調査へのご協力をいただきありがとうございました。 

本調査は、日南町に財をご所有の方々が管理する田、畑、山林、家などに関することや日

常の生活に関する考え方などをお伺いし、農地・山林・家屋の管理に関する施策に役立て

る目的で実施しました。調査の結果、日南町に財を所有する方々の財に関する様々なこと

が分かってきました。現在も鋭意分析をしているところではありますが、本日は、これま

で分かってきたことに関してご報告いたします。 

 

調査概要 

 

対象者 

日南町に財をご所有で、かつ日南町にお住まいではない方 1113人を対象としています。 

 

調査実施日 

1113名に対し、郵送により調査票をお送りしました。 

2月 7日に発送し 3月までに調査票を回収しました。 

 

回収数・回収率 

日南町 1113名からの回収数は 408票、有効回収率は 37％となっております。 

 

調査へのご協力誠にありがとうございました。重ねて御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図１ 性別 

 

 

 

 図１は、回答者の性別の分布を示したグラフである。回答者のうち 78%が「男性」であ

り、22%が「女性」である。この調査では各世帯で「財産の管理について詳しい方」に調査

を依頼している。ここから、各家庭において財産管理は男性が主体となって行っている可

能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性

78%

女性

22%

度数 パーセント（％）

男性 315 77.6

女性 91 22.4

合計 406 100.0

性別



図２ 年齢 

 

 

 

 図２は、回答者の年齢の分布を示したグラフである。「60代」と答えた割合が最も大きく、

全体の 40%を占めている。次いで割合の大きい方から、「70代」、「50代」、「80代以上」と

続く。40代以下が占める割合は全体の 6%である。ここから、財の管理が 60代以上の方々

によって担われていることが分かる。    
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25%

80代以上

12%

度数 パーセント（％）

20代 1 0.2

30代 4 1.0

40代 18 4.4

50代 67 16.5

60代 164 40.4

70代 102 25.1

80代以上 50 12.3

合計 406 100.0

年齢



図３ 現在居住地 

 

 

 

 図３は、回答者の現在居住地を示したグラフである。「米子・境港」と回答した割合は全

体の 34％と最も大きい。さらに、「西伯郡・日野郡」、「鳥取県中東部・中部」を合わせると、

回答者の 52%が鳥取県内にお住まいであることがわかる。他方、「米子・境港」（34％）に

次いで、「関西圏（大阪・兵庫・京都・滋賀・奈良）」（20%）、「島根・岡山・広島」（16%）

の割合が大きい。 
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度数 パーセント（％）

米子・境港 134 34.1

西伯郡・日野郡 54 13.7

鳥取県東部・中部 18 4.6

島根・岡山・広島 62 15.8

関西圏 78 19.8

関東圏 25 6.4

その他 22 5.6

合計 393 100.0

現在居住地



図４ 出身地 

 

 

 

図４は、回答者の出身地を示したグラフである。日南町内の出身者が 77%を占めている。

他方で、町外の出身者の割合は 23%である。ここから、回答者の 8 割は町内の出身である

ことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内

77%

町外
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度数 パーセント（％）
町内 311 77.4

町外 91 22.6

合計 402 100.0

出身地



図５ 居住年数 

 

 

 

図５は、回答者の居住年数を示したグラフである。現在の居住地に住み始めてから「30~39

年」経つと回答した割合がもっとも大きく、全体の 21%を占めている。次いで、現在の居

住地に住み始めてから「40～49年」経つと回答した割合が大きく、全体の 19%を占めてい

る。さらに、現在の居住地に住み始めてから「20～29年」が 18%、「10年～19年」が 16%

となっている。 
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度数 パーセント（％）

10年未満 36 9.1

10～19年 65 16.4

20～29年 73 18.4

30～39年 82 20.7

40～49年 77 19.4

50～59年 31 7.8

60～69年 19 4.8

70～79年 7 1.8

80年以上 6 1.5

合計 396 100.0

居住年数



図６ 職業 

 

 

 

 図６は、回答者の職業の分布を示したグラフである。「退職後あるいは年金暮らし」と回

答した方の割合が大きく、全体の 44%を占めている。他方で、「給与所得者」の割合は 35%

となっている。また、「自営業」の割合は 9%である。ここから、財産管理者の収入源のほ

とんどは年金、給与、自営業によるものである可能性が高いといえる。 
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給与所得者
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農林業従事者
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自由業専門職

3%

その他（主

夫・主婦含
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度数 パーセント（％）
退職年金暮らし 177 43.7

給与所得者 141 34.8

自営業 37 9.1

農林業従事者 16 4.0

自由業専門職 11 2.7

その他（主夫・主婦含む） 23 5.7

合計 405 100.0

職業



図７ 家族構成 

 

 

 

 図７は、回答者の家族構成を示したグラフである。割合が大きいものから順に、「夫婦の

み」が 36%、「2世帯・親と子」が 36%、「単身」が 15%、「3世帯」が 11%となっている。 
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11%

その他
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度数 パーセント（％）
単身 60 14.9

夫婦のみ 146 36.2

2世帯・親と子 144 35.7

3世帯 45 11.2

その他 8 2.0

合計 403 100.0

家族構成



図８ 教育歴 

 

 

 

  図８は、回答者の教育歴の分布を示したグラフである。最も割合が大きいのは「高校」

（45%）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学以下

18%
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45%専門学校

2%
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33%

その他

2%

度数 パーセント（％）
中学以下 73 18.2

高校 180 44.8

専門学校 9 2.2

短大・大学・大学院 132 32.8

その他 8 2.0

合計 402 100.0

学歴



図９ 世帯収入 

 

 

 

 図９は、回答者の世帯収入を示したグラフである。「300 万円未満」の世帯の割合が最も

大きく、全体の 38%を占めている。次いで、割合の大きい回答から順に「300万円以上 500

万円未満」（33%）、「500万円以上 700万円未満」（13%）となっている。 
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38%
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13%
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1000万以上
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度数 パーセント（％）
300万未満 151 38.2

300万-500万 132 33.4

500万-700万 50 12.7

700万-1000万 30 7.6

1000万以上 32 8.1

合計 395 100.0

世帯収入



図１０ 農地所有面積 

 

 

 

図１０は、農地の保有面積の分布を示したグラフである。 回答者の 67%は農地を保有し

ていることがわかる。その内訳は、割合が大きいものから順に、「30a~100a」の所有が 23%、

「10a未満」の所有が 14%、「10a~30a」の所有は 12%である。また、「1ha~2ha」の所有

は 4%、「2ha以上」の所有は 2%に留まっている。他方で、回答者の 33%は農地を所有して

いない。ここから、回答者の約 7 割が日南町に農地を所有していることがわかる。また、

回答者の農地の保有面積は、おおむね 1ha未満であると考えられる。 
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度数 パーセント（％）

10a未満 58 14.2

10a-30a 47 11.5

30a-100a 95 23.3

1ha-2ha 34 8.3

2ha以上 8 2.0

よく把握できていない 33 8.1

所有なし 133 32.6

合計 408 100.0

農地所有



図１１ 人工林所有面積 

 

 

 

 図１１は、人工林（スギ、ヒノキなど）の所有面積の分布を示したグラフである。回答

者の 80%が人工林を所有していることが分かる。所有面積ごとに回答の割合を見ると、「1ha

未満」の所有が 27%、「1ha~3ha」の所有が 10%、3ha以上の所有が合わせて 16%である。

また、回答者の 27%が「（面積を）よく把握できていない」と回答している。他方で、回

答者の 20％は人工林を所有していない。ここから、回答者の約 8割は、日南町に人工林を

所有していることがわかる。また、回答者の人工林の所有は、3ha未満の所有が中心である

ことが分かる。 
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10ha以上 28 6.9

よく把握できていない 109 26.7

所有なし 80 19.6

合計 408 100.0

人工林所有



図１２ 雑木林所有面積 

 

 

 

 図１２は、雑木林の所有面積の分布を示したグラフである。回答者の 67％が雑木林を所

有していることが分かる。所有面積ごとに回答の割合を見ると、「1ha未満」の所有が 22%、

「1ha~3ha」の所有が 9%、3ha以上の所有は合わせて 8%である。また、回答者の 28%が

「よく把握できていない」と回答している。他方、回答者の 33%が雑木林を所有していな

い。ここから、回答者の約 7割は、日南町内に雑木林を所有していることが分かる。また、

回答者の約 3割は、自身が所有する雑木林の面積を十分に把握していないことが分かる。 
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図１３ 共有林所有面積 

 

 

 

 図１3 は、共有林の所有面積の分布を示したグラフである。回答者の 63%が共有林を所

有している。所有面積ごとに回答の割合を見ると、「1ha未満」の所有が 13%、「1ha~3ha」

の所有が 5%、3ha以上の所有は合わせて 8%となっている。また、回答者の 37%が「よく

把握できていない」と回答している。他方で、回答者の 37％は共有林を所有していない。

ここから、回答者の約 6 割は日南町内に共有林を所有していることがわかる。また、回答

者の約 4割は、自身が所有する共有林の面積を十分に把握していないことが分かる。 
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図１４ 家屋の所有 

 

 

 

 図１４は、回答者が日南町に家屋を所有しているかどうかを示したグラフである。回答

者のうち、61%が日南町に家屋を所有していることが分かる。他方で、36%は家屋を所有し

ていない。また、建物はないが敷地のみ保有していると回答した割合は 1%である。ここか

ら、回答者の約 6割が町内にある家屋をそのままにしていることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある

61%

土地だけある

1%

ない

36%

よく把握でき

ていない

2%

度数 パーセント（％）

ある 249 61.0

土地だけある 6 1.5

ない 146 35.8

よく把握できていない 7 1.7

合計 408 100.0

家屋所有



図１５ 田の管理 

 

 

 

 図１５は、田を所有していると答えた方の田の管理状況を示したグラフである。最も多

い回答は、管理が「できている」（43%）である。「できている」と「ある程度できている」

を合わせると、68%の回答者が、田の管理ができていることになる。他方で、管理が「でき

ていない」と「あまりできていない」を合わせると、その割合は 32%となる。ここから、

回答者の約 6割は田の管理ができていることが分かる。 
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図１６ 畑の管理 

 

 

 

 図１６は、畑を所有していると答えた方の畑の管理状況を示したグラフである。最も多

い回答は、管理が「できていない」（46%）である。管理が「できていない」と「あまりで

きていない」を合わせると、61%の回答者は畑を管理できていないことになる。他方で、管

理が「できている」、「ややできている」と回答した割合は 39%である。ここから、回答者

の約 6割は、田の管理が十分にできていないことが分かる。 
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図１７ 人工林の管理 

 

 

 

 図１７は、人工林を所有していると答えた方の人工林の管理状況を示したグラフである。

最も多い回答は、管理が「できていない」（55%）である。また、管理が「できていない」

と「あまりできていない」を合わせると、72%となる。他方で、管理が「できている」、「や

やできている」と回答した割合は 28%である。ここから、回答者の約 7 割は、人工林を十

分に管理できていないことが分かる。 
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図１８ 共有林の管理 

 

 

 

 図１８は、共有林を所有していると答えた方の共有林の管理状況を示したグラフである。

最も多い回答は管理が「できていない」（52%）である。管理が「できていない」と「あま

りできていない」を合わせると 67%の回答者が共有林を管理できていないことになる。他

方で、管理が「できている」、「ややできている」と回答した割合は 33%である。ここから、

回答者の約 7割は、共有林を十分に管理できていないことが分かる。 
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図１９ 家屋の管理 

 

 

 

 図１９は、アンケートで家屋を所有していると答えた方の家屋の管理状況を示したグラ

フである。最も多い回答は、管理が「できている」（41%）である。また、管理が「できて

いる」と「ある程度できている」を合わせると、67%の回答者が家屋を管理できていること

になる。他方で、管理が「できていない」と「あまりできていない」を合わせると、その

割合は 33%となる。ここから、回答者の約 7割は家屋の管理ができていることが分かる。 
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図２０ 農地の継承者 

 

 

 

図２０は、農地の次期継承者の決定状況を示したグラフである。最も多い回答は、農地

の継承者が「決まっていない」（53%）である。継承者が「決まっていない」と「あまり決

まっていない」を合わせると、64%となる。他方で、継承者が「決まっている」、「ある程度

決まっている」と回答した割合は 36%である。ここから、半数以上の回答者は、所有する

農地の後継者が決まっていないことが分かる。 
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図２１ 山林の継承者 

 

 

 

図２１は、山林の次期継承者の決定状況を示したグラフである。最も多い回答は、山林

の継承者が「決まっていない」（53%）である。継承者が「決まっていない」と「あまり決

まっていない」を合わせると、64%となる。他方で、継承者が「決まっている」、「ある程度

決まっている」と回答した割合は 36%である。ここから、回答者の約 6 割は、所有する山

林の後継者が決まっていないことが分かる。 
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図２２ 共有林の継承者 

 

 

 

図２２は、共有林の次期継承者の決定状況を示したグラフである。最も多い回答は、共

有林の継承者が「決まっていない」（57%）である。継承者が「決まっていない」と「あま

り決まっていない」を合わせると、その割合は 67%となる。他方で、継承者が「決まって

いる」、「ある程度決まっている」と答えた割合は 33％である。ここから、回答者の約 7割

は、所有する共有林の後継者が決まっていないことが分かる。 
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図２３ 家屋の継承者 

 

 

 

図２３は、家屋の次期継承者の決定状況を示したグラフである。最も多い回答は、家屋

の継承者が「決まっていない」（52%）である。継承者が「決まっていない」と「あまり決

まっていない」を合わせると、その割合は 64%となる。他方で、継承者が「決まっている」、

「ある程度決まっている」と答えた割合は 36%である。ここから、回答者の約 6 割は、所

有する家屋の後継者が決まっていないことが分かる。  
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図２４ 農地に対する金銭的・精神的負担感 

 

 

 

 図２４は、農地を管理することに対して金銭的、精神的な負担を感じている人の割合を

示したグラフである。「やや負担に感じる」と回答した割合が最も大きく、35%である。「負

担に感じる」と「やや負担に感じる」を合わせると、その割合は 63%となる。他方で、「負

担に感じない」、「あまり感じない」と回答した割合は 37％である。ここから、回答者の約

6割が、農地を管理することに負担を感じていることが分かる。 
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図２５ 山林に対する金銭的・精神的負担感 

 

 

 

図２５は、個人所有の山林を管理することに対して金銭的、精神的な負担を感じている

人の割合を示したグラフである。最も割合の大きい回答は、「やや負担に感じる」（28%）と

「負担に感じない」（28%）である。「負担に感じる」と「やや負担に感じる」を合わせると、

その割合は 50%になる。他方で、「負担に感じない」、「あまり感じない」と回答した割合は

あわせて 50%である。ここから、半数の回答者は、山林を管理することに負担を感じてい

ることが分かる。 
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図２６ 共有林に対する金銭的・精神的負担感 

 

 

 

図２６は、共有林を管理することに対して金銭的、精神的な負担を感じている人の割合

を示したグラフである。「負担に感じない」と回答した割合が最も大きく、29%である。「負

担に感じない」、「あまり感じない」を合わせると、その割合は 53%となる。他方で、負担

を「感じる」と「やや感じる」と回答した割合はあわせて 47%である。ここから、半数近

くの回答者は、共有林を管理することに負担を感じていることが分かる。 
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図２７ 家屋に対する金銭的・精神的負担感 

 

 

 

図２７は、家屋を管理することに対して金銭的、精神的な負担を感じている人の割合を

示したグラフである。「やや負担に感じる」と回答した割合が最も大きく、38%である。「負

担に感じる」と「やや負担に感じる」を合わせると、その割合は 70%となる。他方で、「負

担に感じない」、「あまり感じない」と回答した割合はあわせて 30%である。ここから、回

答者の約 7割が、家屋を管理することに負担を感じていることが分かる。 
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図２８ 賃貸家屋に対する金銭的・精神的負担感 

 

 

 

図２８は、賃貸家屋を管理することに対して金銭的、精神的な負担を感じている人の割

合を示したグラフである。「やや負担に感じる」と回答した割合が最も大きく、50%である。

「負担に感じる」と「やや負担に感じる」を合わせると、その割合は 64%となる。他方で、

「負担に感じない」、「あまり感じない」と回答した割合はあわせて 36%である。ここから、

回答者の約 6割が、町内の賃貸家屋の管理を負担に感じていることが分かる。 
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図２９ 家屋築年数 

 

 

 

 図２９は、家屋の築年数を示したグラフである。「築 50 年以上」と回答した割合が最も

大きく、68%である。次いで割合の大きいものから順に、「築 50年内」が 16%、「築 20年

内」が 9%、「築 30年内」が 7%である。ここから、回答者が所有している家屋の約 7割が、

築 50年以上経っているものであることが考えられる。 
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図３０ 家屋利用頻度 

 

 

 

 図３０は、家屋の利用頻度を示したグラフである。最も多い回答は、「頻繁に利用してい

る」（36%）である。次いで割合の大きいものから順に、「行事のときだけ利用している」が

22%、「5 年以上利用していない」が 1４%である。また、6%の回答者が「貸している」と

回答している。 
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図３１ 家屋についての今後の意向 

 

 

 

 図３１は、日南町に所有している家屋を今後どのように扱いたいかについての回答の分

布を示したグラフである。最も多い回答は、「そのまま使用したい」（41%）である。次いで

割合の大きいものから順に、「売りたい」が 21%、「分からない」が 18%である。 
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図３２ 老朽化家屋の処分 

 

 

 

 図３２は、老朽化した家屋の処分についての回答の分布を示したグラフである。「費用を

かけたくない」と回答した割合は 34%であり、最も大きい。次いで、回答者の 34%が「迷

惑をかけていないのであれば、そのままにしておきたい」と回答している。他方で、「費用

をかけてもよい」、「ある程度なら費用をかけてもよい」と回答した割合は 29%である。こ

こから、回答者の約 7 割は、家屋を処分することに対して積極的に考えていない傾向があ

ることが分かる。 
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図３３ 人工林の間伐 

 

 

 

 図３３は、山林（私有人工林と共有林）の所有者のうち、この 10年以内に間伐を行った

方の割合を示している。最も多い回答は、間伐を「行っていない」（53%）である。間伐を

「行っていない」と「たぶん行っていない」を合わせると、69%の回答者はこの 10年間に

間伐を行っていないことになる。他方で、間伐を「行った」、「ある程度行った」と回答し

た割合はあわせて 31%である。ここから、回答者の約 7 割は、間伐を十分に行えていない

可能性がある。 
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図３４ 山林場所 

 

 

 

図３４は、回答者のうち、所有している山林がある場所を認識している方の割合を示し

たグラフである。最も多い回答は、場所が「ある程度分かる」（39%）である。場所が「よ

く分かる」、「ある程度よく分かる」を合わせると、その割合は 62%となる。他方で、場所

が「ほとんど分からない」、「あまり分からない」と回答した割合はあわせて 38%である。

ここから、回答者の約 6割は自身が所有している山林の場所を把握していると考えられる。 
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図３５ 共有林場所 

 

 

 

 図３５は、回答者のうち、所有している共有林がある場所を認識している方の割合を示

したグラフである。最も多い回答は、場所が「ほとんど分からない」（39%）である。場所

が「ほとんど分からない」、「あまり分からない」と回答した割合はあわせて 59%である。

他方で、場所が「よく分かる」、「ある程度よく分かる」を合わせると、その割合は 41%と

なる。ここから、回答者の 6 割は、自身が所有している共有林の場所を把握できていない

ことが分かる。 
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図３６ 山林登記 

 

 

 

図３６は、山林の所有者の山林の登記状況を示したグラフである。最も多い回答は、登

記を「済ませている」（61%）である。登記を「済ませている」と「ある程度済ませている」

を合わせると、その割合は 78%となる。他方で、登記を「済ませていない」、「ほとんど済

ませていない」と回答した割合はあわせて 22%である。ここから、回答者の約 8 割は山林

の登記を済ませていることが分かる。 
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図３７ 共有林登記 

 

 

 

図３７は、共有林の所有者の共有林の登記状況を示したグラフである。最も多い回答は、

登記を「済ませている」（44%）である。登記を「済ませている」と「ある程度済ませてい

る」を合わせると、その割合は 61%となる。他方で、登記を「済ませていない」「ほとんど

済ませていない」と回答した割合はあわせて 39%である。ここから、回答者の約 6 割は、

登記を済ませていると考えられる。 
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図３８ 共有林次期代表者 

 

 

 

図３８は、共有林の代表者をしている回答者のうち、次期の代表者が決まっている方の

割合を示したグラフである。回答者のうち、「分からない」と答えた割合が 29%で、最も大

きい。また、「次期管理人がいる」、「たぶんいる」と回答した割合はあわせて 31%となる。

他方で、「次期管理人がいない」、「たぶんいない」を合わせると、その割合は 40%となる。

ここから、回答者の約 4割には共有林の代表を引き継ぐ方がいないことが分かる。 
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図３９ 今後も財産管理を行う意思の有無 

 

 

 

図３９は、自己所有の財産（土地、家屋など）を今後も管理していく意思の有無につい

ての回答の分布を示したグラフである。最も多い回答は、今後も財産管理を行っていく気

が「ややある」（27%）である。「大いにある」と「ややある」を合わせると、その割合は

53%となる。他方で、「ない」、「あまりない」と回答した割合はあわせて 22%である。ここ

から、回答者の半数が、今後も積極的に財産管理を行っていくつもりであることが分かる。 
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図４０ 財産管理が難しい理由 

 

 

 

図４０は、財産を管理することを難しくさせている理由を示したグラフである。回答者

のうち、「お金がかかるから」と回答した方が最も多く、その割合は 30%である。次いで割

合の大きいものから順に、「手続きが面倒だから」が 21%、「やり方が分からないから」が

18%である。ここから、町外にお住まいの方々が財産管理を行っていくうえで、複雑な手続

きや、費用が大きな負担となっている可能性があるといえる。 
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図４１ 公的機関へ財産を寄付する意思の有無 

 

 

 

図４１は、町などの公的機関に土地などの財産を寄付する意思の有無を示したグラフで

ある。回答者のうち、寄付する意思が「ない」と回答した割合は 33%であり、最も大きい。

寄付する意思が「ない」と「あまりない」を合わせると、43%の回答者は、今後も自身の手

で財産管理を続けていく。あるいは、財産を売却することを考えている可能性がある。他

方で、寄付する意思が「大いにある」と「ややある」を合わせると、32%の回答者は公的機

関に財産を寄付したいという希望を持っていることが分かる。また、回答者の 25%は「分

からない」と回答している。ここから、回答者の約 3 割は、財産の公的機関への寄付につ

いて積極的な考えを持っていることが分かる。 
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図４２ 価値観 

 

 

 

図４２は、土地の所有者が財産に対して、どのような考え方を持っているのかを示した

グラフである。回答者のうち「財産なのだから、売ってもいい」と回答した割合は 42%で

あり、最も大きい。「売ってもよい」と「やや売ってもよい」を合わせると、その割合は 68%

となる。他方で、「先祖伝来のものだから、自分の代で売るべきでない」、「やや売るべきで

ない」と回答した割合はあわせて 32%である。ここから、回答者の約 7 割は、土地財産を

売買可能な財とみなしているといえる。 
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図４３ 日南町への Uターン意思 

 

 

 

 図４３は、日南町に U ターンする意思の有無を示したグラフである。最も多い回答は、

Uターンを「考えていない」（57%）である。「考えていない」と「ほとんど考えていない」

を合わせると、その割合は 75%となる。他方で、U ターンを「考えている」と「少し考え

ている」を合わせると、その割合は 25%となる。ここから、回答者の約 3 割が日南町への

Uターンを考えていることが分かる。 
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図４４ 日南町との交流 

 

 

 

 図４４は、日南町にお住まいの方々との交流の有無を示したグラフである。最も多い回

答は、交流が「ある」（33%）である。交流が「ある」、「ややある」を合わせると、65%の

回答者は日南町との交流があることになる。他方で、交流が「ほとんどない」、「あまりな

い」と回答した割合はあわせて 42％である。ここから、約 6割の回答者が町外に住みなが

らも、日南町内の人付き合いを続けていることがわかる。 
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度数 パーセント（％）
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南部町との交流



図４５ 日南町への愛着・義務感 

 

 

 

図４５は、回答者の日南町に対する愛着や義務感の有無を示したグラフである。回答者

のうち、愛着や義務感を「感じる」と回答した割合は 50%であり、最も大きい。愛着や義

務感を「強く感じる」と「やや感じる」と合わせると、その割合は 65%となる。他方で、

愛着や義務感を「感じない」、「あまり感じない」と回答した割合はあわせて 35%である。

ここから、約 6割の回答者が愛着や義務感を感じていることが分かる。 
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合計 399 100.0
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図４６ 自治会行事への参加 

 

 

 

図４６は、回答者の現在の居住地での自治会活動への参加の程度を示したグラフである。

最も多い回答は、自治会活動に「よく参加する」（32%）である。自治会活動に「参加する」、

「ときどき参加する」を合わせると、63%の回答者が自治会活動に参加していることが分か

る。他方で、自治会活動に「参加しない」、「あまり参加しない」と回答した割合は 37%で

ある。ここから、回答者の約 6 割が、現在の居住地での自治会活動に参加していることが

分かる。 
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図４７ サークルへの参加 

 

 

 

図４７は、回答者のサークル活動（スポーツ、趣味、文化など）への参加の程度を示し

たグラフである。最も多い回答は、サークル活動に「参加しない」（31%）である。サーク

ル活動に「参加しない」と「あまり参加しない」を合わせると、その割合は 54%となる。

他方で、サークル活動に「参加する」、「ときどき参加する」を合わせると、その割合は 46%

となる。ここから、半数近くの回答者は、サークル活動に参加していることが分かる。 
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図４８ ボランティア活動への参加 

 

 

 

図４８は、回答者のボランティア活動（福祉、環境美化など）への参加の程度を示した

グラフである。最も多い回答は、ボランティア活動に「参加しない」（34%）である。ボラ

ンティア活動に「参加しない」と「あまり参加しない」を合わせると、その割合は 57%と

なる。他方で、ボランティア活動に「参加する」と「ときどき参加する」を合わせると、

その割合は 43%となる。 
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